
89 広報おうむ広報おうむ 広報おうむ広報おうむ

令
和
６
年
度
（
令
和
５
年
度
実
施
）
雄
武
町
行
政
評
価

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を
公
表

　

雄
武
町
で
は
行
財
政
運
営
に
「
計
画
＝
Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
」
「
実
施
＝
Ｄ
Ｏ
」
「
評
価
＝
Ｃ
Ｈ

Ｅ
Ｃ
Ｋ
」
「
改
善
＝
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
取
り
入
れ
、
総
合
計
画

の
効
果
的
な
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
令
和
５
年
度
に
実
施
し
た
事
業
に
つ

い
て
行
政
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
の
で
、
評
価
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
限
ら
れ
た
行
財
政
資
源
の
有
効
活
用
を
図

る
観
点
か
ら
事
業
の
見
直
し
・
変
更
や
拡
充
、

休
・
廃
止
な
ど
を
行
い
、
評
価
を
通
じ
て
事

務
事
業
を
再
構
築
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
す

る
適
切
な
対
応
や
持
続
可
能
な
行
財
政
基
盤

を
確
立
し
ま
す
。

評
価
の
目
的

評
価
方
法
と
件
数

　
令
和
５
年
度
に
政
策
予
算
事
業
と
し
て
実
施

し
た
２
９
５
件
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
次
の

方
法
に
よ
り
評
価
し
ま
し
た
。

一
次
評
価　
―　
自
己
評
価
（
２
９
５
件
）

　
担
当
課
が
自
ら
行
う
評
価
。

二
次
評
価　
―　
評
価
会
議
（
36
件
）

　
自
己
評
価
の
う
ち
、
内
容
の
聞
き
取
り
が
必

要
と
認
め
る
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
総
務
課
長

お
よ
び
財
務
政
策
課
長
な
ど
で
構
成
す
る
評
価

会
議
が
行
う
評
価
。

三
次
評
価　
―　
町
長
評
価
（
20
件
）

　
評
価
会
議
で
評
価
し
た
事
務
事
業
な

ど
の
う
ち
、
特
に
必
要
と
認
め
る
事
務

事
業
に
つ
い
て
町
長
が
行
う
評
価
。

　
評
価
調
書
は
、
役
場
窓
口
お
よ

び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
、

広
く
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見

を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
評
価
結
果
は
確
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
、
来
年

度
以
降
の
行
政
評
価
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
意
見
募
集
期
限

　
9
月
30
日
㈪　
17
時
ま
で

※
意
見
の
提
出
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
担
当
係
へ
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

　
行
政
評
価
で
は
、事
業
の「
必
要
性
」「
有

効
性
」「
効
率
性
」「
公
平
性
」
の
４
つ
の

点
を
重
視
し
、
総
合
的
に
Ａ
～
Ｄ
の
４
段

階
で
区
分
し
ま
す
。　
　

　
ま
た
、
今
後
の
展
開
方
向
は
、「
現
状

維
持
」「
見
直
し
・
変
更
」「
拡
充
」「
休
・

廃
止
」
な
ど
で
今
後
の
事
業
の
方
向
性
を

区
分
し
ま
す
。

　
な
お
、本
年
度
の
評
価
は
【
表
１
】【
表

２
】
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

【表１】総合評価

区分 事業数 内　　　容

Ａ 256 件　
良好に進んだ
計画どおり事業を進めることが適当

Ｂ 34 件　
おおむね良好に進んだ
事業の進め方に改善が必要

Ｃ 5 件　
計画を達成できていない
事業規模や内容などの見直しが必要

Ｄ 0 件　
事業効果が表れていない
事業の統合、休・廃止の検討が必要

計 295 件　

【表２】今後の展開方向
区　分 事業数 内　　　容

現状維持 242 件
事業内容、事業量に大きな変更がなく、
予算増減が少ないもの

見直し・変更 19 件
事業効果の発現等、根本的に事業内容
の見直し・変更を要するもの

拡　充 7 件
事業内容、事業量に相当程度の変更が
あり、予算増を伴うもの

縮　小 2 件
事業内容、事業量に相当程度の変更が
あり、予算減を伴うもの

統　合 2 件
事業内容の類似する事業に統合するも
の

終　了 14 件
単年度事業、期間満了により事業が終
了となるもの

休　止 9 件
事業を休止するもの（状況に応じ事業
を再開）

廃　止 0 件 事業を取り止めるもの

計 295 件

評
価
調
書
を
公
表
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

問
総
合
政
策
課
政
策
調
整
係

計　画
ＰＬＡＮ

実　施
ＤＯ

評　価
ＣＨＥＣＫ

改　善
ＡＣＴＩＯＮ ＰＤＣＡサイクル

まちのできごと

↑磯船の乗船体験の様子↑磯船の乗船体験の様子 ↑初めてホタテの貝剥きに挑戦する児童たち↑初めてホタテの貝剥きに挑戦する児童たち

↓ホタテの加工現場を見学↓ホタテの加工現場を見学

町長とライダーの記念撮影

安全運転を心がけて
　栄丘パーキングにて「交通安全啓発運動」が行
われました。この運動は、夏の間の交通量増加を
受けて交通ルールを順守してもらうことを目的に
行われています。ライダーなどに交通安全を守っ
て運転するように声かけし、髙橋町長と町公認
キャラクターいくらすじ子との記念撮影や記念品
などの配布を行いました。記念撮影を行ったライ
ダーは「交通ルールを守って事故を起こさないよ
うに気をつけて運転します」と話していました。

↓ライダーとの記念撮影↓ライダーとの記念撮影

8/
1

益子町交流体験の翼

身体で感じる雄武町
　オムイフォーラム２１が主催する栃木県益子町
との交流事業「益子町交流の翼」が開催され、髙
橋町長は歓迎式で「益子町とは違い冷涼な雄武町
の夏を、皆さんの身体一杯に感じて、思い出をた
くさん作ってください」と益子町児童16人の訪
問を歓迎しました。児童は、雄武漁業協同組合の
冷凍室やホタテの製品加工の見学、磯船の乗船体
験、焼き床などの産業や遊びを体験し、雄武町の
魅力を満喫しました。

8/
1

7/
23

↑石井社長から韃靼そばについて学ぶ児童たち

韃靼そばについて
　この日、雄武小学校の5年生が雄武町の特産
品の韃靼そばについて学ぶため、町内上幌内地区
にあるそば畑や株式会社神門の工場の見学を行い
ました。同社石井弘道社長が韃靼そばの特徴や耕
作放棄地を再生させて韃靼そばを生産するように
なった経緯などについて説明しました。児童たち
は「収穫する機械が大きくて驚いた」「大きくなっ
たらそばを作る人になりたい」などと話していま
した。

雄武小学校 5 年生


